
110．．特特別講演：：「リリベラルアーツと大学教育」」  

東東京工業大学  教教授  上上田  紀紀行  
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10．特別講演：「リベラルアーツと大学教育」 

東京工業大学 教授 上田 紀行 
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司会

司会
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司司会

司司会
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11．パネルディスカッション：「教養教育の理念と京都大学の教育改革」 

    ◇コーディネーター             国際高等教育院 教育部長 三輪 哲二 

      ◇パネリスト                     東京工業大学 教授 上田 紀行 

                     内閣府総合科学技術会議 議員 久間 和生 

                                人事院事務総局 総務課長 嶋田 博子 

                                       総長 松本  紘 

                             国際高等教育院 教育院長 北野 正雄 

国際高等教育院 教授 高橋 由典 

理学研究科 教授 中家  剛 

司会

三輪
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111．．パネルディスカッション：「教教養教育の理念と京都大学の教育改革」」  

     ◇◇コーディネーター                  国国際高等教育院  教教育部長  三三輪  哲哲二  

        ◇◇パネリスト                          東東京工業大学  教教授  上上田  紀紀行  

                        内内閣府総合科学技術会議  議議員  久久間  和和生  

                                       人人事院事務総局  総総務課長  嶋嶋田  博博子  

                                            総総長  松松本    紘紘  

                                国国際高等教育院  教教育院院長  北北野  正正雄  

国国際高等教育院  教教授  高高橋  由由典  

理理学研究科  教教授  中中家   剛剛  

司司会

三三輪
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松松本

三三輪

上上田

三三輪

嶋嶋田

三三輪

久久間

三三輪

中中家

三三輪

高高橋

三輪

北野

三輪 

北野
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松本

三輪

上田

三輪

嶋田

三輪

久間

三輪

中家

三輪

高橋

三三輪

北北野
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北北野
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三三輪

高高橋由由典（国際高等教育院教授）
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三輪

高橋由典（国際高等教育院教授）
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三輪

中家剛（理学研究科教授）
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三三輪

中中家剛剛（理学研究科教授）

－ 71 －



－ 72 －



－ 73 －



三輪

久間和生（内閣府総合科学技術会議議員）
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三三輪

久久間和和生（内閣府総合科学技術会議議員）
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三輪

嶋田博子（人事院事務総局総務課長）
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三三輪

嶋嶋田博博子（人事院事務総局総務課長）
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三三輪

上上田  
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三輪

上田 
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三三輪

松松本
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三輪

松本
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三三輪

久久間
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三輪

久間
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三輪

嶋田
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三三輪

嶋嶋田
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三三輪

谷谷誠誠（（国際高等教育院）

三三輪

喜喜多一一（（国際高等教育院）

三輪

武藤誠（国際高等教育院）

三輪

上田
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三輪

谷誠（国際高等教育院）

三輪

喜多一（国際高等教育院）

三三輪

武武藤藤誠誠（（国際高等教育院）

三三輪

上上田
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三三輪

松松本

三三輪

司会
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三輪

松本

三輪

司司会
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国際高等教育院　教授　　高橋　由典
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教養教育の理念と
京大の教育改革
中家　剛（京都大学　大学院理学研究科）

1
13年9月6日金曜日

理学研究科　教授　　中家　　剛
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3 

例①  「ソニー」  
 井深 大氏  ：イノベーション人材 
 盛田 昭夫氏：プロデューサー 
例例②  「「アップル」  
 スティーブ・ジョブズ氏：イノベーション人材＋プロデューサー 
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イノベーション創出 

グローバル 
産業競争力強化 

研究開発投資拡大 
生産設備投資拡大 

産業規模拡大 
収益拡大 
雇用拡大 

財務体質強化 
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・正しく生きるため、 
・正しい科学技術を遂行するため、
・正しい社会を構築するため、 
・強い産業競争力を築くため、 
・国民生活を豊かにするため、 
・世界に貢献するため、・・ 
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内閣府総合科学技術会議　議員　　久間　和生
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人事院事務総局　総務課長　　嶋田　博子
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12．閉会挨拶 

国際高等教育院教授 村中 孝史 
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112．．閉会挨拶  

国国際高等教育院教授  村村中  孝孝史  

司司会

－ 99 －



113．．アンケートの結果について  
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13．アンケートの結果について 
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平成２５（201３）年度京都大学全学教育シンポジウムに関するアンケート 
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平平成２５（2201３３）年度京都大学全学教育シンポジウムに関するアンケート  

 

今後のシンポジウムの在り方を検討するために、例年アンケート調査を行っております。忌憚のない

ご意見・ご感想をお聞かせ願いたく、ご協力方よろしくお願いいたします。 

なお、ご提出は、会場出口の回収箱にお入れいただくか、後日、吉田南構内共通事務部教務課企画調

整掛（内線：6690、FAX：6691）あてにご送付願います。（勝手ながら、集計作業の都合上、9 月１

３日（金）までにお願いいたします。） 

 

※ 該当する職名に  をつけてください。 

□ 総長・理事・監事・副理事・理事補 
□ 教員（研究科所属） 
□ 教員（研究所・センター等所属） 
□ 職員     

 

１．このシンポジウムへの参加は何回目ですか。（これまでに今回を含め、１７回開催されています。） 

              回目 

 

２．今回のシンポジウムについて 

 ① 良かったプログラムに  をつけてください。（複数回答可） 

□ 基調講演について「私の期待する全人教育」 
□ 報告「教養教育の在り方について」 
□ 報告「基礎教育の在り方について」 
□ 報告「外国語教育の在り方について」 
□ 特別企画 TOEFL のプレゼンテーション 
□ 特別講演「リベラルアーツと大学教育」 
□ パネルディスカッション「教養教育の理念と京都大学の教育改革」 

 

② プログラムの内容について、感想をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

３．シンポジウムの開催形式について 

① 今年度は、分科会を設けず、基調講演・報告・パネルディスカッションという形式で行いました。

この開催形式について、どう思われますか。 

□ 大変良い   □ 良い   □ 普通   □ あまり良くない   □ 良くない 
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② ①にご回答いただいた理由をご記入ください。 

 

 

 

③ 今後、シンポジウムを開催するにあたっては、どのような形式で開催するのが望ましいと思いま

すか。 

 

 

 

④ 開催時期について、ご意見をお聞かせください。 

   □ 適切である 

   □ 適切でない → 具体的な開催希望時期をご記入ください。            

 

４．その他 

① 今回の討論内容を所属する部局で話合う機会がありますか。 

□ ある   □ わからない   □ ない 

 

※「ある」と答えられた方にお尋ねします。それはどのような機会ですか。 

 

 

 

② 今後このようなシンポジウムを開催する場合に取り上げるべき討議テーマについて、ご提案があ

ればお書きください。 

 

 

 

 

 

③ シンポジウムについて、ご自由にご意見をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 
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14．参加者名簿
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